
＜様式１＞

平成　27年　06月　10日

国土交通大臣　　殿

  ※過去に地域型ブランド化事業で
     採択を受けたグループは記入

直近採択グループ番号

地域型住宅グリーン化事業　適用申請書

本申請書の内容により、地域型住宅グリーン化事業の適用を申請します。
この申請書及び添付資料に記載の事項は、事実に相違ありません。

地域型住宅の名称 北部九州　木遣いの家

グループの名称 北部九州　木遣いの家つくる会

--

事務局郵便番号

代表者構成員番号

（グループ代表者）

代表者名

事務局所在地

代表者所属先

代表者所在地

代表者電話番号

（グループ事務局）

事務局事業者名

事務局構成員番号

事務局担当者名

福岡県糟屋郡須恵町大字植木2047番地の73

092-936-5505

092-935-1925

keisuke@kuroda-mokuzai.co.jp

事務局電話番号

事務局FAX

事務局担当者E-mail

黒田　誠 代表者印

黒田　恵介 印

811-2112

黒田木材商事株式会社

Ⅱ-1, Ⅲ-1, Ⅳ-1, Ⅶ-1

福岡県糟屋郡須恵町大字植木2047番地の73

092-936-5505

黒田木材商事株式会社

Ⅱ-1, Ⅲ-1, Ⅳ-1, Ⅶ-1



＜地域型住宅の生産体制＞ ＜様式２－１＞

１．地域型住宅の名称（必須）

２．グループの名称(必須）

３．直近採択グループ番号（必須）

４．地域型住宅供給対象地域（必須）

５．結成年（必須） 年

６．グループ代表者名（必須）

７．グループ代表者の所属先（必須）

８．グループ代表者の構成員番号（必須）

９．グループ代表者所在地（必須）

１０．グループ代表者電話番号（必須）

１１．グループ事務局事業者名（必須）

１２．グループ事務局の構成員番号（必須）

１３．グループ事務局担当者名（必須）

１４．グループ事務局郵便番号（必須）

１５．グループ事務局所在地（必須）

１６．グループ事務局電話番号（必須）

１７．グループ事務局FAX番号（必須）

１８．グループ事務局担当者E-mail（必須）

Ⅰ．原木供給

Ⅱ．製材・集成材製造・合板製造

Ⅲ．建材流通（木材を扱わない事業者を除く)

Ⅳ．プレカット

Ⅴ．設計

Ⅵ．施工

Ⅶ．省エネルギー設備等の流通

Ⅷ．木材を扱わない流通

Ⅸ．Ⅰ～Ⅷ以外の業種

番号記入欄

3

3

3

3

3

35 戸 35 戸

19 戸 16 戸

2 戸 1 戸 3 戸

17 戸 15 戸 32 戸

28 戸 28 戸

3 戸 3 戸

25 戸 25 戸

6 戸 6 戸

2 戸 2 戸

4 戸 4 戸

棟 ㎡

棟 ㎡

D．当提案が採択された場合の各住宅事業者に
　　おける補助対象戸数の配分ルール　（必須）

戸 戸

採択棟数 棟 ㎡

北部九州 木遣いの家つくる会の役員には第一優先に配分する。
但し、長寿命型・高度省エネ型の内1棟として、採択の枠が１０棟未満の際は適用外とする。

上記で配分先が確定したのちに、残りの棟数は抽選で配分先を決める。

うち申請が未確定

うち申請が確実

うち申請が未確定

うち申請が確実

うち申請が未確定

地域材加算合計

うち申請が確実

地域材加算
（うち申請が未確定）

地域材加算
（うち申請が確実）

地域材加算
（うち申請が未確定）

地域材加算合計

うち申請が未確定

地域材加算
（うち申請が確実）

うち経験工務店による長期優良
住宅　合計

うち申請が確実
地域材加算
（うち申請が確実）

地域材加算
（うち申請が未確定）

うち未経験工務店による長期優良
住宅　合計

地域材加算合計
長寿命型（長期優良住宅）
　経験工務店＋未経験工務店の合計

C．平成２7年度における補助対象の優良

建築物の申請棟数及び床面積（優良建築物を

供給するグループのみ必須）

うち申請が確実

うち申請が未確定

高度省エネ型（ゼロ・エネルギー住宅）　合計

Ｂ．平成２７年度における補助対象の木造住宅
　　の申請戸数及び地域材加算申請戸数
　　（必須）

高度省エネ型（認定低炭素住宅）　合計

優良建築物

米松

合法木材証明制度

合法木材証明制度福岡県、大分県、宮崎県、佐賀県

合法木材証明制度

合法木材証明制度

国内

合法木材証明制度合法木材：異樹種混合集成材（杉） 国内

黒田木材商事株式会社

国外

米国 国外

米国

合法木材九州産杉

北部九州　木遣いの家

北部九州　木遣いの家つくる会

--

福岡県　佐賀県　大分県

黒田　誠

2015

（構成員を含まない理由）

7 原木供給業者が海外である為一部構成員の登録ができません。

黒田　恵介

811-2112

福岡県糟屋郡須恵町大字植木2047番地の73

092-936-5505

092-935-1925

Ⅱ-1, Ⅲ-1, Ⅳ-1, Ⅶ-1

福岡県糟屋郡須恵町大字植木2047番地の73

092-936-5505

黒田木材商事株式会社

Ⅱ-1, Ⅲ-1, Ⅳ-1, Ⅶ-1

12

keisuke@kuroda-mokuzai.co.jp

（構成員数）   

1

採択床面積

木造建築物

18

3

認証制度等の名称
※以下該当の①、②、③の番号を番号記入欄に記入してください。
　①都道府県の産地認証制度等によるもの
　②民間の第三者機関による認証制度(FSC、PEFC、SGEC等)
　③林野庁作成の「木材・木材製品の合法性、持続可能性のため
      のガイドライン(平成18年2月)に基づき合法性が証明されるもの

0

3

国内・国外対象となる地域材の名称

完了実績見込み
交付申請戸数

1

国内

九州産檜 福岡県、佐賀県、大分県、

0

合法木材：異樹種混合集成材（米松）

国内

戸

地域材の産地

          

Ａ．使用する地域材に関する事項　（必須）

E．平成２６年度の執行状況
　　（Ｈ２６年度地域型ブランド化事業採択
　　 グループのみ必須）

竣工予定
採択戸数 戸

竣工済

長期優良住宅



＜様式 2-2・Ⅰ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

41 Ⅰ - 2 株式会社伊万里木材市場 849-4252

40 Ⅰ - 3 浮羽森林組合 839-1401

45 Ⅰ - 4 永徳木材有限会社 885-0004

44 Ⅰ - 5 株式会社九州木材市場 877-1231

44 Ⅰ - 6 佐伯広域森林組合 879-3302

45 Ⅰ - 7 耳川広域森林組合 883-0106

44 Ⅰ - 24 株式会社ナンブ木材流通 877-1371

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅰ．原木供給（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に原木供給者を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいて原木供給者を含まないことがある場合の理由

原木供給業者が海外である為一部構成員の登録ができません。

電話番号

0955-20-2183佐賀県伊万里市山代町楠久津145番地30

構成員
番号

所在地

福岡県うきは市浮羽町朝田381番地5 0943-77-2158

宮崎県都城市都北町3629 0986-38-2107

大分県日田市大字三和2726-10 0973-24-3625

大分県佐伯市宇目大字南田原283番地2 0972-54-3326

0982-68-3515宮崎県日向市東郷町山陰辛280-1

大分県日田市大字東有田2882番地の10 0973-22-4054

Ⅰ．原木供給



＜様式 2-2・Ⅱ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

40 Ⅱ - 1 黒田木材商事株式会社 811-2112

44 Ⅱ - 6 佐伯広域森林組合 879-3302

45 Ⅱ - 7 耳川広域森林組合 883-0106

44 Ⅱ - 8 株式会社小田製材所 877-0082

45 Ⅱ - 9 持永木材株式会社 885-0055

40 Ⅱ - 10 有限会社東部産業 839-1333

44 Ⅱ - 11 株式会社佐藤製材所 877-1244

44 Ⅱ - 12 株式会社武内製材所 877-0054

34 Ⅱ - 13 中国木材株式会社 737-0134

35 Ⅱ - 14 株式会社マルホ 740-0003

40 Ⅱ - 17 有限会社栗田製材所 839-1404

44 Ⅱ - 18 有限会社安心院製材所 877-0052

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅱ．製材・集成材・合板製造（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に製材・集成材・合板製造業者を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいて製材・集成材・合板製造業者を含まないことがある場合の理由

構成員
番号

所在地 電話番号

福岡県糟屋郡須恵町大字植木2047番地の73 092-936-5505

広島県呉市広多賀谷3丁目1-1 0823-71-7141

山口県岩国市飯田町3番37号 0827-21-8191

0943-75-4775

大分県佐伯市宇目大字南田原283番地2 0972-54-3326

宮崎県日向市東郷町山陰辛280-1

福岡県うきは市浮羽町大字西隈上169-8 0943-77-2229

大分県日田市大字高瀬２７番地 0973-22-2304

Ⅱ．製材・集成材・合板製造

大分県日田市日出町131 0973-23-8195

宮崎県都城市早鈴町2040-1 0986-22-2279

福岡県うきは市吉井町大字富永1779-1

0982-68-3515

大分県日田市大字小野26-1 0973-26-5850

大分県日田市琴平町951-1 0973-23-6175



＜様式 2-2・Ⅲ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

40 Ⅲ - 1 黒田木材商事株式会社 811-2112

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅲ．建材流通（木材を扱わない事業者を除く、長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に建材流通（木材を扱わない事業者を除く）を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいて建材流通（木材を扱わない事業者を除く）を含まないことがある場合の理由

構成員
番号

所在地 電話番号

福岡県糟屋郡須恵町大字植木2047番地の73 092-936-5505

Ⅲ．建材流通（木材を扱わない事業者を除く）



＜様式 2-2・Ⅳ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

40 Ⅳ - 1 黒田木材商事株式会社 811-2112

40 Ⅳ - 15 ナイスプレカット株式会社九州工場 803-0802

41 Ⅳ - 16 中国木材株式会社伊万里事業所 849-4251

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ．プレカット

＜グループ構成員記入用リスト＞　Ⅳ．プレカット（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員にプレカット事業者を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいてプレカット事業者を含まないことがある場合の理由

構成員
番号

所在地 電話番号

佐賀県伊万里市山代町楠久字鳴石搦三929-93 0955-20-2235

福岡県糟屋郡須恵町大字植木2047番地の73 092-936-5505

福岡県北九州市小倉北区東港2丁目5番12号 093-591-5911



＜様式 2-2・Ⅴ＞

○ ○

40 Ⅴ - 19 アスカホーム有限会社 807-1261

40 Ⅴ - 20 有限会社建築工房やました屋 820-0044

40 Ⅴ - 28 江藤建築デザイン　一級建築士事務所 839-0814

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

福岡県飯塚市横田457-5 0948-25-7833

福岡県久留米市山川追分1-10-12 0942-43-7207

福岡県北九州市八幡西区木屋瀬1-13-1 093-617-6100

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅴ．設計（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に設計事業者を含まない場合、その理由

県
番号

省エネ
講習

修了済

Ⅴ．設計

省エネ
講習
受講
予定

構成員
番号

事業者名 代表者名 郵便番号 所在地 電話番号



＜様式 2-2・Ⅵ-1＞

○ ○

40 Ⅵ - 19 アスカホーム有限会社 807-1261 ○

40 Ⅵ - 20 有限会社建築工房やました屋 820-0044 ○

41 Ⅵ - 21 有限会社マツモト工務店 843-0233 ○

41 Ⅵ - 22 ルームデザインファクトリー 849-0305 ○

41 Ⅵ - 23 テクノホーム株式会社 849-0919 ○

41 Ⅵ - 25 株式会社ミヤタプランニングオフィス 840-0891 ○

40 Ⅵ - 26 株式会社藤匠住宅 819-0015 ○

40 Ⅵ - 27 江藤建設工業 839-0814 ○

40 Ⅵ - 29 株式会社吉田工務店 814-0143 ○

40 Ⅵ - 30 株式会社吉海工務店 815-0037 ○

40 Ⅵ - 31 ﾅｶﾞﾀ建設株式会社 818-0104 ○

40 Ⅵ - 32 永和建設株式会社 813-0013 ○

40 Ⅵ - 33 成和建設株式会社 814-0122 ○

40 Ⅵ - 34 因建設株式会社 811-2313 ○

44 Ⅵ - 35 株式会社Woody Home 877-0022 ○

41 Ⅵ - 36 株式会社イトウ 849-0911 ○

40 Ⅵ - 37 安河内建設株式会社 811-2112 ○

40 Ⅵ - 38 株式会社のあ建築設計 811-2104 ○

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

佐賀県小城市牛津町上砥川177番地7　サンコーポラス2棟401号 0952-66-5930

佐賀県佐賀市兵庫北二丁目16番26号 0952-30-2543

福岡県久留米市山川追分1-10-12 0942-43-7207

福岡県福岡市東区香椎駅前三丁目8番3号 092-683-4111

電話番号
省エネ
講習

修了済

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅵ．施工-1（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

県
番号

構成員
番号

事業者名 代表者名 郵便番号 所在地

福岡県北九州市八幡西区木屋瀬1-13-1 093-617-6100

福岡県飯塚市横田457-5 0948-25-7833

Ⅵ．施工-1（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

佐賀県武雄市東川登町大字永野5365番地1 0954-22-3388

佐賀県佐賀市高木瀬西四丁目17－24 0952-20-1518

福岡県福岡市西区愛宕二丁目12番10号 092-882-5519

省エネ
講習
受講
予定

福岡県福岡市城南区南片江2丁目8番21号 092-862-0859

福岡県福岡市南区玉川町16番14号 092-551-5211

福岡県太宰府市通古賀三丁目1番14号 092-924-5881

福岡県福岡市城南区友泉亭2番1号 092-714-4496

福岡県糟屋郡粕屋町大字江辻68番地2 092-938-2914

佐賀県佐賀市兵庫町若宮696-1 0952-37-7771

大分県日田市大字求来里1553番地1 0973-23-3188

福岡県糟屋郡須恵町大字植木2022番地3 092-937-2087

福岡県糟屋郡宇美町大字井野229番地1 092-933-8591



＜様式 2-2・Ⅵ-2＞

県
番号

補助金
の活用
実績

被災地
に該当

○ ○

40 Ⅵ - 19 戸 戸 戸 戸 ○

40 Ⅵ - 20 戸 戸 戸 戸 ○

41 Ⅵ - 21 戸 戸 戸 戸 ○

41 Ⅵ - 22 戸 戸 戸 戸

41 Ⅵ - 23 戸 戸 戸 戸

41 Ⅵ - 25 戸 戸 戸 戸 ○

40 Ⅵ - 26 戸 戸 戸 戸

40 Ⅵ - 27 戸 戸 戸 戸

40 Ⅵ - 29 戸 戸 戸 戸

40 Ⅵ - 30 戸 戸 戸 戸

40 Ⅵ - 31 戸 戸 戸 戸 ○

40 Ⅵ - 32 戸 戸 戸 戸

40 Ⅵ - 33 戸 戸 戸 戸

40 Ⅵ - 34 戸 戸 戸 戸

44 Ⅵ - 35 戸 戸 戸 戸 ○

41 Ⅵ - 36 戸 戸 戸 戸

40 Ⅵ - 37 戸 戸 戸 戸

40 Ⅵ - 38 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸

構成員
番号

事業者名 平成26年（1月～12月）実績

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅵ． 施工－2 （長寿命型）

Ⅵ．施工-2（長寿命型） うち木造の長期優良住宅

Ｈ26年実績 直近3年平均 Ｈ26年実績 直近3年平均

アスカホーム有限会社 8 7 1 0

元請の新築住宅供給戸数

7 7 0 0

有限会社マツモト工務店 3 2 0 0

有限会社建築工房やました屋

0 0 0 0

テクノホーム株式会社 2 2 0 0

ルームデザインファクトリー

7 5 2 1株式会社ミヤタプランニングオフィス

株式会社藤匠住宅 6 5 0 0

江藤建設工業 3 2 0 0

株式会社吉田工務店 4 2 0 0

株式会社吉海工務店 2 2 0 0

ﾅｶﾞﾀ建設株式会社 11 11 0 0

永和建設株式会社 1 2 0 0

成和建設株式会社 2 1 0 0

因建設株式会社 9 11 0 0

株式会社Woody Home 3 4 0 0

株式会社イトウ 13 11 0 0

安河内建設株式会社 2 3 0 0

株式会社のあ建築設計 42 42 0 0



＜様式 2-2・Ⅵ-3＞

県
番号

補助金
の活用
実績

被災地
に該当

○ ○

40 Ⅵ - 19 戸 戸 戸 戸 戸 戸

40 Ⅵ - 20 戸 戸 戸 戸 戸 戸

41 Ⅵ - 21 戸 戸 戸 戸 戸 戸

41 Ⅵ - 22 戸 戸 戸 戸 戸 戸

41 Ⅵ - 23 戸 戸 戸 戸 戸 戸

41 Ⅵ - 25 戸 戸 戸 戸 戸 戸

40 Ⅵ - 26 戸 戸 戸 戸 戸 戸

40 Ⅵ - 27 戸 戸 戸 戸 戸 戸

40 Ⅵ - 29 戸 戸 戸 戸 戸 戸

40 Ⅵ - 30 戸 戸 戸 戸 戸 戸

40 Ⅵ - 31 戸 戸 戸 戸 戸 戸

40 Ⅵ - 32 戸 戸 戸 戸 戸 戸

40 Ⅵ - 33 戸 戸 戸 戸 戸 戸

40 Ⅵ - 34 戸 戸 戸 戸 戸 戸

44 Ⅵ - 35 戸 戸 戸 戸 戸 戸

41 Ⅵ - 36 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ○

40 Ⅵ - 37 戸 戸 戸 戸 戸 戸

40 Ⅵ - 38 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ
- 戸 戸 戸 戸 戸 戸

Ⅵ．施工-3（高度省エネ型）

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅵ． 施工-３（高度省エネ型）

構成員
番号

事業者名 平成26年（1月～12月）実績

元請の新築住宅供給戸数

Ｈ26年実績 直近3年平均 Ｈ26年実績 直近3年平均 Ｈ26年実績 直近3年平均

0 0 0

0

うち木造認定低炭素住宅 うち木造ゼロエネ住宅

0

アスカホーム有限会社 8 7 0 0 0

有限会社建築工房やました屋 7 7

0有限会社マツモト工務店 3 2 0 0 0

0 0

ルームデザインファクトリー 0 0 0 0 0

5 0 0 0

0

テクノホーム株式会社 2 2 0 0

0

株式会社藤匠住宅 6 5 0 0 0 0

株式会社ミヤタプランニングオフィス 7

0 0

江藤建設工業 3 2 0 0 0

2 0 0 0

0

株式会社吉田工務店 4 2 0 0

0

ﾅｶﾞﾀ建設株式会社 11 11 0 0 0 0

株式会社吉海工務店 2

0 0

永和建設株式会社 1 2 0 0 0

11 0 0 0

0

成和建設株式会社 2 1 0 0

0

株式会社Woody Home 3 4 0 0 0 0

因建設株式会社 9

0 0

株式会社イトウ 13 11 0 0 1

42 0 0 0

0

安河内建設株式会社 2 3 0 0

0株式会社のあ建築設計 42



＜様式 2-2・Ⅵ-4＞

県
番号

補助金
の活用
実績

○

40 Ⅵ - 19 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

40 Ⅵ - 20 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

41 Ⅵ - 21 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

41 Ⅵ - 22 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

41 Ⅵ - 23 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

41 Ⅵ - 25 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

40 Ⅵ - 26 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

40 Ⅵ - 27 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

40 Ⅵ - 29 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

40 Ⅵ - 30 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

40 Ⅵ - 31 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

40 Ⅵ - 32 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

40 Ⅵ - 33 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

40 Ⅵ - 34 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

44 Ⅵ - 35 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

41 Ⅵ - 36 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

40 Ⅵ - 37 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

40 Ⅵ - 38 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

構成員
番号

事業者名

元請の新築住宅供給戸数
うち木造の長期優良住宅

Ｈ26年実績 直近3年平均 Ｈ26年実績 直近3年平均 Ｈ26年実績

着工床面積

直近3年平均

平成26年（1月～12月）実績

有限会社建築工房やました屋 7 7 0 0

アスカホーム有限会社 8 7 1 0

ルームデザインファクトリー 0 0 0 0

有限会社マツモト工務店 3 2 0 0

株式会社ミヤタプランニングオフィス 7 5 2 1

テクノホーム株式会社 2 2 0 0

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅵ． 施工－４（優良建築物用）

Ⅵ．施工-4（優良建築物）

株式会社藤匠住宅 6 5 0 0

2 0 0

江藤建設工業 3 2 0 0

株式会社吉海工務店 2 2 0 0

株式会社吉田工務店 4

ﾅｶﾞﾀ建設株式会社 11 11 0 0

1 0 0

永和建設株式会社 1 2 0 0

因建設株式会社 9 11 0 0

成和建設株式会社 2

株式会社Woody Home 3 4 0 0

3 0 0

株式会社イトウ 13 11 0 0

株式会社のあ建築設計 42 42 0 0

安河内建設株式会社 2



＜様式 2-2・Ⅶ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

40 Ⅶ - 1 黒田木材商事株式会社 811-2112

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

構成員
番号

所在地 電話番号

福岡県糟屋郡須恵町大字植木2047番地の73 092-936-5505

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅶ．省エネルギー設備等の流通

Ⅶ．省エネルギー設備等の流通



＜様式 2-2・Ⅷ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅷ．木材を扱わない流通

構成員
番号

所在地 電話番号

Ⅷ．木材を扱わない流通



＜様式 2-2・Ⅸ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ -

Ⅸ．Ⅰ～Ⅷ以外の業種

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅸ．Ⅰ～Ⅷ以外の業種（畳、瓦、襖等の住宅資材の供給事業者等）

構成員
番号

所在地 電話番号



＜様式３－１＞

年

◎、○
記入欄

◎

◎

◎

○

◎、○
記入欄

a
①用材の寸法規格化や建材
　 の統一、標準仕様の設定 ◎

②建材・資材調達の共同化
   や事務の合理化 ◎

③生産の合理化等に向けた
   委員会等の検討実施体制 ◎

④生産の合理化等に向けた
   事務局の役割 ◎

b.
①グループの信頼性向上に
   向けた施工基準の整備 ◎

②グループの信頼性向上に
   向けた検査ルールの設定 ◎

③グループの信頼性向上に
   向けた見積・積算のルー
　 ル化

◎

④グループの信頼性向上に
   向けたその他の具体的
   取組

◎

○

※）

見積書作成に当っては、一般消費者が理解し易い表現とし、設備機器を含めた工事毎に見積り価格の表示をする。
構造仕様書を見積書に添付する。

共通仕様書をまとめたリーフレットの作成を行い、構造見学会または完成見学会等で配布する。

その他

   ※上記項目以外でグループ独自

　　   のルール・目標があれば記入

勉強会や施工見学会の実施を行い、グループ工務店のレベルアップを図り、住宅生産体制の整備を行う。

行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

構造材のパターン化を図り、共通標準仕様書を作成し、グループにて共有する。

・基礎資材において標準パターンを決めて、共同購入をして合理化を図る。
・省エネ機器等においても、２～３社のメーカーに絞り込んで機種を選定し、コストダウンを図る。
・一次エネルギー消費量の計算において、メーカーを絞り込む事で資料点数を削減し、合理化を図る。

「北部九州　気遣いの家」運営委員会を設立し、委員長は事務局の責任者が兼務する。又、構成員の中から代表委員を選定
し標準仕様書や組織図を作成すると共に定例会を開き、先導的モデルの構築によりグループ内での情報共有と意思決定の
スピードアップを図る。

事務局では、グループの標準仕様書の作成、申請手続きのサポート、施工見学会の案内、施策情報を収集しグループ内で
共有する。

瑕疵担保保険法人が定める設計施工基準に準拠したグループの施工基準を定める。

竣工引渡前に、お施主様立会いの上、見積内容との整合確認を行う。

④ ①～③の背景

・夏場は高温多湿な気候であるうえ、日差しは大変厳しいものとなっており、特に西日の影響は大きい。
・佐賀県沿岸の沖積地や福岡県の大牟田市や筑豊地方の元炭鉱地などの地盤が弱い地域を含んでいる。
・シロアリ被害拡大が懸念されている。

⑤その他

　※上記項目以外でグループ独自

　　　のルール・目標があれば記入
       してください。

地場工務店の多くは長期優良住宅の施工実績に乏しく、本事業のグループでの活動（勉強会の実施や施工見学会の案内）
を通して、地域工務店のレベルアップを図ることを目標とする。

イ．効率的な住宅生産体制の整備

【平成27年度対応方針】

①地域の気候・風土等に根差し
   た地域型住宅の重視する性能

夏の猛暑及び冬の寒さ対策として、省エネ性能を重視し、　H２５年省エネ基準以上とする。
シロアリ被害拡大があるので、耐久性能を重視する。

②地域の気候・風土等に根差し
   た地域型住宅の建て方や様式

・一部地域は地盤が弱いため、地盤調査は５ポイント以上を行い必要に応じて地盤改良を行う。
・シロアリ被害を未然に防ぐ対策として、基礎にねこ土台を採用し、土台・柱の防蟻処理を地盤面から１４００ｍｍまで行う。

③地域の気候・風土等に根差した
　 地域型住宅のデザインルール

西日対策として以下のいづれか１つを採用する。
１．西日を遮るため西側にLow-eの遮熱サッシを取り付ける、又は西側窓を小さくする。
２．西日を遮る為、西側にすだれ設置が可能なひさしを取りつける。
３．西側に広葉樹を植栽することで、夏場は強い日差しを遮り、冬場は落葉するので日差しを部屋の内側に取り込む。

３．過去のブランド化事業採択グループ番号（必須） --

４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み　※記入した内容において「必ず実施する取組み」の場合は◎印、「グループが目指す目標」の場合は○印を右欄に記入してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ※住宅と建築物（非住宅）の両方を申請する場合において、取り組みに違いがある場合は、その旨を具体的に記入してください。

ア．特徴ある地域型住宅の目標設定

【平成27年度対応方針】

２．グループの名称・結成年（必須）
(グループの名称） （結成年）

北部九州　木遣いの家つくる会 2015

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

北部九州　木遣いの家 福岡県　佐賀県　大分県



＜様式３－２＞

年

◎、○
記入欄

a
①住宅履歴情報の共通管理
   診断・点検方法の共通化 ◎

②メンテナンス・リフォーム
   基準の整備 ○

③住まいの管理・DIY相談会
   体験会などの実施 ◎

④グループ内における維持
   管理検討委員会等の設置 ◎

b
①グループ構成員の倒産廃
   業時のバックアップ体制 ◎

②グループ独自の瑕疵担保
   ルールの整備 ◎

○

◎、○
記入欄

a
①未経験工務店等への施工
   技術研修会等の開催 ◎

② ①の研修会等の実施内容
   とその開催頻度 ◎

③総合的な需給計画の策定
   等の中長期的な取組 ○

④ ③に基づく業種ごとの合
   理化への取組 ○

b
①省エネ技術講習会への参
   加目標人数 ◎

②省エネ技術講習会への参
   加促進のための取組 ◎

ｃ
①新たな技術等の導入や開
   発の検証のための方法 ◎

②新たな技術等の導入や開
   発に向けた実証実験の実
   施等

※）

その他

   ※上記項目以外でグループ独自

　　   のルール・目標があれば記入

該当はありません。

行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

長寿命型は施工構成員が３年後４０％、５年後は７０％の実施を目指し、高度省エネ型を２０２０年までに全施工構成員が対応
出来るようにしていく。

各構成員毎に、安定した供給と合理化を運営委員会にて検討していく。

既受講者(施工構成員)４名、受講予定者(施工構成員)14名
未受講の1４名を目標とする。

講習会の予定を確認し、未受講構成員に案内して受講するように推進する。
大工さんも含めた一社複数名の受講を進めていく。

太陽光発電、ＨＥＭＳ、蓄電池を取り入れた住宅のメーカー説明会を行い技術の習得をする。

該当はありません。

その他

　※上記項目以外でグループ独自

　　  のルール・目標があれば記入

各社１名以上の既存住宅現況検査員を配置できるようにしていく。

エ．グループの技術力の向上

【平成27年度対応方針】

「北部九州　気遣いの家」運営委員会による施工技術研修会を実施。経験工務店の施工事例紹介や外部建築サポート事業者の研修会へ
の参加を企画する。

Ｈ25年度省エネ基準（外皮計算、一次エネルギー計算）の説明や計算方法、長期優良住宅の適合基準をなどの研修会を年３
回以上実施する。

・設計図書の保管は履歴情報機関（いえかるて）を利用し、点検時期はメールによって告知が自動的に行われる措置をとる。
・長期的な維持管理の時期や確認方法に関するロードマップを作成し実施する。

将来的には、グループ内で既存住宅現況検査が出来るようにメンテナンス・リフォームの履歴を残して整備していく。

・現場見学会、リフォーム相談会、問屋・メーカー等の展示会等を通じて、ＤＩＹ相談会や体験会を実施する。
・OB顧客との交流を図り、長期にわたる住宅維持・管理体制の構築を図る。

「北部九州　気遣いの家」運営委員会が兼務し、定期的な点検の実施やグループ共通の確認方法が実施されているかの確認
を行う。

・事務局側でメンテナンスの引継ぎが出来る施工構成員を斡旋する。
・履歴情報機関（いえかるて）の情報を活用する。

グループ内での瑕疵担保保険制度の延長保証に関して施工構成員へ推奨しユーザーへの提案にいかしていく。

３．過去のブランド化事業採択グループ番号（必須） --

４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み　※記入した内容おいて「必ず実施する取組み」の場合は◎印、「グループが目指す目標」の場合は○印を右欄に記入してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ※住宅と建築物（非住宅））の両方を申請する場合において、取り組みに違いがある場合は、その旨を具体的に記入してください。

ウ．長期にわたる住宅メンテナンス体制の整備

【平成27年度対応方針】

２．グループの名称・結成年月（必須）
(グループの名称） （結成年）

北部九州　木遣いの家つくる会 2015

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

北部九州　木遣いの家 福岡県　佐賀県　大分県



＜様式３－３＞

年

◎、○
記入欄

a
①地域材ごとの使用部位（必須） ◎

②地域材ごとの1棟当たりの使用
量とその占める割合（必須） ◎

地域材利用に関する共通ルール
（必須） ◎

地域材の流れ（フロー図）など
グループの取組に関する補足
説明

b ①地域材の在庫量や価格情報
   を把握・共有のための仕組 ○
②グループ全体における地域
　 材の需給予測 ○

c ①-1 畳の活用 ○

①-2 和瓦の活用 ○

①-3 襖の活用 ○

①-4 障子の活用 ○
②その他地域の伝統的な素材
　 や意匠の活用 ○

d ①地域の伝統的なデザイン
　 を継承する取組 ○
②地域の住まい方の継承に
   つながる取組 ○
③地域の街並み形成へ寄与
   する取組 ○
④和の住まいの要素を取入
   れた取組 ○

○

◎、○
記入欄

○

その他

【平成27年度対応方針】

東日本大震災の復興に資する取組
秋田杉や青森ヒバなどの加工品は九州でも流通があるので、今後グループとして標準採用できないか検討する。

グループが取組む木造住宅・建築物の特徴
　※この項目は、高度省エネ型、優良建築物型を申請するグループのみ記入してください。
　※申請に係る認定低炭素住宅、ゼロ・エネルギー住宅、優良建築物型の性能や特徴等について記入してください。

該当ありません。

該当ありません。

該当ありません。

該当ありません。

その他

　※上記項目以外でグループ独自

　　  のルール・目標があれば記入

地元の地産地消で地場産業を活性化していけるように職人さんを活用した家造りを進めていく。

事務局が中心となり需給を把握し、製材構成員と施工構成員との調整役を事務局が行い、前年の状況と比較検討し予測を立てる。

福岡県八女産のイグサを使った置き畳を提案、推奨していく。

該当ありません。

該当ありません。

該当ありません。

該当ありません。

九州産檜（福岡県、佐賀県、大分県の合法木材証明制度　国内）を土台及び柱に使用する。
九州産杉（福岡県、大分県、宮崎県、佐賀県の合法木材証明制度　国内）を柱及び梁桁に使用する。
米松（米国　合法木材証明制度　国外）を梁・桁に使用する。
異種混合集成材（杉、佐賀　合法木材証明制度＋米松、米国　合法木材証明制度）を梁・桁に使用する。

１棟の延床面積を120平米と仮定すると主要構造材（土台、柱、梁桁）を概ね11立方メートル使用する。その内地域材使用量を60％
以上とすると、地域材は概ね6.6立方メートル使用します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使用す
る地域材を100％とした場合、九州産檜・九州産杉（合法木材証明制度）40％以上、米松（米国、合法木材証明制度）60％以下　　⇒
九州産の檜と杉を足したもの（国産材）の比率を記載すればよい

②の割合で地域材を使用する。（地域材のうち九州産材を４０％以上）
地域材の性能として乾燥材を優先的に使用する。

事務局が施工構成員に需要情報を随時連絡し前もっての在庫をプレカット工場にする。価格情報を把握する為に随時事務局より報
告する。

３．過去のブランド化事業採択グループ番号（必須） --

４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み　※記入した内容において「必ず実施する取組み」の場合は◎印、「グループが目指す目標」の場合は○印を右欄に記入してくださ
い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※住宅と建築物（非住宅））の両方を申請する場合において、取り組みに違いがある場合は、その旨を具体的に記入してください。

オ．地域の産業・住文化・景観等への寄与

【平成27年度対応方針】

２．グループの名称・結成年月（必須）
(グループの名称） （結成年）

北部九州　木遣いの家つくる会 2015

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

北部九州　木遣いの家 福岡県　佐賀県　大分県

合法性、持続可能性が証明さ

れた製品であることを明示し

て納品

合法性、持続可能性が証明

された製品を分別管理して

販売

合法性、持続可能性が証明さ

れた原木を分別管理して加工

合法性、持続可能性が証明

された原木を分別管理して

販売

ⅰ合法性

伐採に当たって原木の生産される国

又は地域における森林に関する法

令に照らし手続きが適切になされた

ものであること。
ⅱ持続可能性

持続可能な森林経営が営まれてい
る森林から産出されたものであるこ

と

森林所有者 原木市場 製材工場

プレカット納入業者

調達者等

担当者は合法性、持続可能
性が証明された木材・木材製
品の使用を契約の条件にす

る。

業界団体

自主的行動規範の作成

提
出

提

出

提出

提出

業界団体（県木連、日合商、全市連 等）より認定書交付

＊上記フロー図は代表的地域材の流れであり、例外的に異なる場合がある。 ＊

合法木材の一部に於いて産地・出荷者が証明できない場合があるが、構成員によるものであれば合法性の証明に於いて大体できるものとす

る。



※） 行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。



第二回計画変更

業種区分 種別 構成員番号 事業者名 郵便番号 都道府県 住所 電話番号

Ⅴ.設計 新規追加 Ⅴ-31 ﾅｶﾞﾀ建設株式会社 818-0104 福岡県 太宰府市通古賀三丁目1番14号 0929245881

Ⅴ.設計 新規追加 Ⅴ-35 株式会社Woody Home 877-0022 大分県 日田市大字求来里1553番地1 0973233188


